





筆者は 1980 年から 1990 年までの研究の概観を行い，その継続研究として 1991 年から 2002 年
まで，および 2011年は ERICおよび PSYCHOLOGICAL ABSTRACTSの，2003年から 2010年
までは PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の不登校との関連が考えられるキーワード school
attendance，school dropouts，school phobia ，school refusal を持つ文献を分類してきている。その
継続研究として 2014年は ERICの文献 46件について取り上げ分類し検討を加えた。
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Ⅰ はじめに
筆者(1992a)は，諸外国と日本における不登校の初期研究を踏まえた上で，ERIC および
PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の school attendance, school dropouts, school phobia, school refusal





本研究は，2014 年の文献についての継続研究である。ERIC データベースは 2003 年以降，
データベースの検索方法を変更していたため，2003 年以降の文献については，年毎の検索が
できなくなっていたが，2011 年途中に確認をしたところ年毎の検索が利用可能になっていた。
一方，DIALOGデータベースの PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS (PsycINFOデータベース)は，






2014 年について，ERIC データベースでは，school attendance に関する文献が 27 件，school
dropoutsに関する文献が 25件，school phobia に関する文献が 4件，school refusalに関する文献
は 11件であった。
ERIC データベース 69 件の文献の中で不登校との関連が考えられる 46 件について，キーワ
ード毎に分類し，研究の概観をする。
Ⅱ 各キーワード毎の研究の概観




2014年の school attendanceをキーワードに持つ文献は 27件が見いだされる。これらのうち，
ここでは 19件を概観する。国別では，これらのうち，アメリカ合衆国が 15件，英国が 1件，
ガーナが 1件，トルコが 1件，オーストラリアが 1件である。
Feldman ら(2014)によると，最近 5 年間の縦断的研究から，青年男女の学業成績，懲戒につ

























過去 25 年間にわたる RtI と長期欠席の文献は，いずれも早期の特定と治療介入，進捗状況の
モニタリング，機能的な行動評価，経験的にサポートされた手順とプロトコル，チームをベー












































































Benner と Wang(2014)は，中等学校から高等学校にまたがる登校状況の形態を，48 ％が女性，
54 ％がラテンアメリカ系，31 ％が白人系，13 ％がアフリカ系，2 ％がアジア系の 8,908 名の
生徒による多様な対象者によって調査研究している。登校状況は，中等学校から高等学校にか
けて減少したが，全体の形態は重要なバリエーションを覆い隠すこととなった。全体として，
11 ％が高い安定，19 ％が減少傾向，10 ％が中間が減少，4 ％が低め減少傾向という状態で，









































Brown と Lee(2014)は，3 年生，5 年生，7 年生，9 年生の間の学校でのパフォーマンスにつ
いての就学前児童に対する家庭改善プログラム(HIPPY)の効果を決定することを目的に研究を
行っている。知識とスキルのテキサス評価得点(TASK)，登校記録，原級留置，規律照会を含








Muñozら(2014)は，school attendanceにも関連するが school dropoutsで取り扱う。



















21 世紀 CCLC プログラムの利点の有望なエビデンスが見いだされた。プログラムに参加した
生徒に対して，大部分の領域での結果がプログラム参加が増加するにつれて改善されたことが
分かった。スタッフ調査データから，比較的肯定的な生徒の結果に関連する良質なプログラム
















































ダーシップ」として定義された本質的支援は 2010 年，2011 年，2012 年のデータと，33 校の










2014年の school dropoutsをキーワードに持つ文献 25件のうち，関連の考えられる 22件につ
いて概観する。国別では，アメリカ合衆国が 15 件，オーストラリアが 1 件，トルコが 1 件，




















Mahuteau と Mavromaras(2014)は，PISA オーストラリアプログラムのマイクロレベルデータ
をその縦断的継続研究であるオーストラリアの若者の縦断研究とを結びつけて，個々の PISA



































Wang と Fredricks(2014)は，自己システムモデルにより，およそ 12 ～ 17 歳の，7 年生から
11 年生の 3 つのタイプの学校関連の変化が問題行動に変化するかどうかを調査し，行動上，
情緒的，認知的関係を含む多面的行動として学校関係を概念化している。学校関係と問題行動
の間の相互的関係の処理モデルによりテスト的に中途退学を予測している。アフリカ系アメリ
























(UCCSR)に刺激を受けて，2007 年に 9 年生の落第を減少させるという新しい目標のアプロー


































































































Stetserと Stillwell(2014)によれば，2010年度と 2011年度のイベント中途退学率と同様に 4年
のその時間の卒業率の 2 つの独立した尺度に対する新しいデータを全国教育統計(NCES)第 1
報が提示している。(1)州あるいは管轄権者により報告された 4 年に対応する一群の卒業率
(ACGR)データと国家により評価された最初の 4 年の一群の卒業率，(2)州あるいは管轄権者





















ら 29 歳のヤングアダルトのおよそ 90 ％が，2013 年に高等学校卒業証書あるいはその相当す
る資格を有し，34%が学士あるいはそれ以上であった。前年，2012 年のように，例えば，25
歳から 34 歳の学士資格のある，高学歴の人たちでは高等学校中途退学者の 2 倍以上で中央所
得は高かった。失業率では，教育の比較的低い人々に対してより，学士程度の資格者に対して
は比較的低かった。2012 年には，3 歳から 5 歳のおよそ 2/3 が幼稚園に登録され，これらの子
どもの 60 ％が丸 1 日の教育課程に参加していた。初等中等教育段階では，ほぼ 5,000 万人の
生徒が 2011 年には公立学校におり，そのうちの 200 万人以上はチャータースクールに在籍し
ていた。初等中等学校の生徒数は，2023 年までに 5,200 万人に増大することになっている。中
等学校以降の学籍登録は，1,800 万人の大学生と 300 万人の卒業生を含む，2012 年の 2,100 万
人の学生あるいは学士号取得者であった。2000 年には 7 人のうちおよそ 1 人から増加し，
2012 年には 5 人の学齢児に 1 人は，貧困のもとで生活していた。20111 年度には，およそ 310
万人の公立高等学校の生徒 81 ％が通常の卒業証書で年次通りに卒業していた。2012 年の高等
学校修了者のおよそ 66%は，その秋に大学に入学した。中途退学率，あるいは学校に在籍し
ていない，高等学校卒業証書や相当の資格のない 16 歳から 24 歳の割合は，1990 年の 12 ％か
ら 2012 年の 7％に減少した。2011年の公立と私立の非営利的な 4 年制大学では，それぞれ 88
％と 86 ％の大部分のフルタイムの大学生が 25 才未満であったが，私立の営利目的の大学のフ
ルタイムの学生ではおよそ 29 ％であった。2006 年の秋に大学に入学し，転校しなかった男子
学生のおよそ 56 ％と女子学生の 61%は，2012 年までに課程を修了した。その年には，180 万




















Barrat ら(2014)は，2007 年度に入学し 2011 年に学級編成された 9 年生の生徒に対する 4 年
間の中途退学率と卒業率と同様に，ユタ州の公立学校の障害のある生徒の特徴と 6 年生から













2014 年の school phobia をキーワードに持つ文献 4 件のうち，関連の考えられる 3 件を取り





ASD，38 点の SP，43 点の SM，典型的な成長をしてきている 42 点の 6 歳から 18 歳の個人を
比較した。感度と選択性の調査を行った。3 つの障害は，重なり合う SRS得点を示していた。
特に ROC-AUC が 0.81 の選択性緘黙の男子では，ASD の存在が，SRS によって過大評価され
た。3 つの障害に特有の質問紙の組合せは，結果として，わずかに改善された診断精度となっ



















































2013 年 11 月末より，日本国内の個人利用者向け DIALOG データベース Psyc Info による
PSYCHOLOGICAL ABSTRACTSの利用ができない状態になり，2014年の文献については 2013
年の文献と同様に ERICデータベースでの作業を行った。
2014年の ERICデータベースでは，2015年 6月現在で，school attendanceに関する文献が 27
件，school dropoutsに関する文献が 25件，school phobia に関する文献が 4件，school refusalに
関する文献は 11 件であった。2014 年の検索文献総数は 69 件であり，このうち 46 件について
取り上げた。検索文献件数は，1997年 101件，1998年 95件，1999年 118件，2000年 166件，
2001年 289件，2002年 280件，2003年 371件，2004年 833件，2005年 935件，2006年 806件，
2007年 1,225件，2008年 1,269件，2009年 1,558件，2010年 1,647件,2011年 2,266件，2012年





基礎研究としての ERICおよび PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の文献を用いた世界の不登
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